
平成３１年度重点目標達成のための行動計画（アクションプラン）

具体的な達成目標

本年度の重点目標【目指す生徒像】
○ 互いに学び合い、意欲をもって学習に取り組む生徒
・自分の考えを積極的に伝えようとすることができる生徒 ７５％以上
・家庭学習に毎日取り組むことができる生徒 ７０％以上

○ 自らの生き方を見つめ、心豊かでたくましく生きようとする生徒
・明るく、さわやかな挨拶を自分からすることができる生徒 ８０％以上
・集団で協力し合って、自発的に活動に取り組むことのできる生徒 ８０％以上
・感謝や尊敬、思いやりの心を言葉や態度に表すことができる生徒 ８０％以上

前 ２年間、生徒指導の機能を授業に生かしながら、学び合いを通して確かな学力を身に付けさせるとともに、身に付
年 けた学力を主体的、自発的に活用しようとする生徒を育成するために、教育活動の工夫や改善に取り組んできた。
度 学校行事や生徒会活動だけでなく、挨拶や歌声、環境整備等の日常の活動においても、主体的に活動し、協力し合

う集団づくりに努め、自らの生き方を見つめ、心豊かでたくましく生きようとする生徒の育成に取り組んだ結果、
学校評価における生徒の回答は、概ね肯定的な評価となってきた。
そこで、今年度は生徒指導の機能を生かした取組は継続しながら、学ぶ意欲をもち、自分の考えを積極的に伝えよ

うとすることができる生徒の育成に一層努めたいと考える。学び合いを通して、考えを深め合い確かな学力を身に付
けさせるとともに、身に付けた学力を主体的、自発的に活用しようとする取組を充実させていきたい。また、家庭学
習に関する学校評価の項目では、教師の数値が、「家庭学習習慣を定着させるための工夫」が５３％、「生徒は、家庭
でも机に向かう習慣を身に付けていると感じる」が２３％と、依然低い状態である。家庭での学習時間確保に向け、
アウトメディアチャレンジを継続し、保護者や小学校、地域との連携を図りながら生徒が家庭学習に取り組める環境
づくりに努めていきたい。
また、学校行事や生徒会活動だけではなく、挨拶や歌声、環境整備等の日常の活動においても、主体的に活動した

り、集団で協力し合ったりしたときの充実感を味わわせる体験を通して、自らの生き方を見つめ、心豊かでたくまし
く生きようとする生徒を育てたい。

指導方法を工夫・改善する 自らの生き方を見つめ、進んで行動する
行 場を設定する

① 主体的・対話的で深い学びの視点から他者との関
わりを通して学び合う授業展開の工夫に取り組む。

動 ・自分の考えを表現する場の工夫 ① 「特別の教科 道徳」の授業を積み重ね、道徳性を
・他者の考えと自分の考えを比較検討する場の工夫 養う学校、学級づくりに努める。

Ⅰ ② 芳中寺子屋（定期考査前や長期休業中の補充教室） ② 自発的に活動に取り組んだときの充実感を味わえ
を実施する。 る学校行事や生徒会活動の場を設定する。

③ 家庭、地域と連携してアウトメディアチャレンジ
を実施し、家庭学習の環境を整える。

中
間 中間評価…教職員、生徒、保護者対象
評 ・学校評価から、該当する評価項目を選び、それぞれのアクションについて自己評価を実施する。
価 ・学校評価だよりに評価結果を掲載し保護者に配布するとともに、学校評議員に報告し意見を求める。

行
学ぶ意欲を高め、家庭学習の定着を図る 互いに認め合い、共に生活の向上を目指す

動
①、②、③を継続 ①、②を継続

Ⅱ ④ Ⅰの取組の結果を考察し、生徒の実態に応じ ③ 学校生活全体を通して生徒指導の機能を生か
た授業形態や補充教室を考え実施する。 すことで生徒に自己有用感を味わわせる。

④ 地域に貢献する活動を通して互いに認め合う
人間関係づくりに努める。

年 年度末評価…教職員、生徒、保護者対象
度 ・学校評価から、該当する評価項目を選び、それぞれのアクションについて自己評価を実施する。
末 ・目標達成値 ・自分の考えを積極的に伝えようとすることができる生徒 ７５％以上
評 ・家庭学習に毎日取り組むことができる生徒 ７０％以上
価 ・明るく、さわやかな挨拶を自分からすることができる生徒 ８０％以上

・集団で協力し合って、自発的に活動に取り組むことのできる生徒 ８０％以上
・感謝や尊敬、思いやりの心を言葉や態度に表すことができる生徒 ８０％以上

・学校評価だよりに評価結果を掲載し保護者に配布するとともに、学校評議員に報告し意見を求める。

次
年 次年度の計画
度 ・アンケートの自由記述の意見や教職員、学校評議員等の意見を参考にしながら、意欲をもって学習に取り組

む生徒、感謝や思いやりの心を形に表すことができる生徒を育成するための行動計画を作成する。


